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道の駅神林「穂波の里」とれたて野菜市 

～『カボチャのお化け＆気になるかかし祭』～ 

 

１ 目 的 

 継続して実施出来る事業を行うこととし、地域内外を問わず子供から大人まで参加し、魅

力的な地域の元気な姿を発信することにより今後の関係人口に繋げる。子供にとっては良い

思い出作りとし進学などで地域外に出てもＵターンしたくなるような地域づくりを行い、主

催側も楽しめる工夫を行う。 

 

２ 主 催 

  実行委員会 

村上市神林地区まちづくり協議会、神林地域活性化協議会、特別会員インターン生及び知人  

  共 催 

ＪＡかみはやし、神林商工会、NPO法人希楽々 

  オブザーバー 

羽越河川国道事務所、新潟県村上地域振興局 

 

３ 参加対象者 

市内外の方 

 

４ 実施時期 

  種まき（５月）～収穫感謝祭当日（10月） 

 

５ 内 容 

《事前準備》 

 カボチャの種まきから、収穫、カボチャの加工まで参加者を募り計画段階から参加しても

らう。（募集チラシの作成・SNSなどで募集） 

 《イベント当日》 

 2020年10月31日（土）ハロウィンの日、ハロウィン専用のカボチャ（小型種、中型種、大

型種）を使い、中をくり抜きランタンにし、ロウソク又は電飾で光らせ、かかしのライトア

ップを行う。参加者は夕方から、道の駅に集合し仮装も可能。仮装では人気投票により順位

を決め賞品を用意する。 

 道の駅で行われている、かかし祭りや収穫感謝際と合同での開催。また、かかし祭では人

気投票を行い、１～３位まで賞金を出す。 

 神林地域活性化協議会、まちづくり協議会では出店者の募集、まちづくり協議会でも１～

２店舗のお店を出店。 

 当日雨天の場合の対応は、販売所や屋根のある通路にハロウィン専用カボチャに電飾で光

らせ雰囲気を楽しむ。（仮装大会はしない） 

 終了後は、反省会（懇親会）を開催し、主催者側も楽しめるように工夫する。 
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６ 予算  

負担金  神林地区まちづくり協議会  ５地域×50,000円＝250,000円 

神林地域活性化協議会             50,000円   

合計 300,000円 

 

内訳  チラシ作成、電飾、カボチャの種、のぼり、景品、その他消耗品など 

 


